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はじめに
バフリー・マムルーク朝時代 (    ‒    ) のエジプトでは､ 首都のカイロ周辺部
をはじめとして､ スルターンの主宰する大規模な水利事業が多く行われた｡ それらは､
灌漑水利､ 水運､ 軍事と目的が多岐にわたる｡ スルターンが執り行った大規模水利事
業の多くはスルターン・ナースィル・ムハンマド                      第 期治世 (在：    ‒    ) までに集中し､ 政治､ 社会的に混乱期とされる  世紀後
半になるとほとんど事例がみられなくなる｡ 佐藤次高は  ～  世紀の大規模な灌漑水
利にはその建設過程において､ アミールによる分担や労働力 (農民) の提供など共通


























①政府管理のジスル (灌漑用土手､ 堰) ：                ､ むら管理のジスル：               
②大規模運河：アレクサンドリア運河､ ナースィル運河など













このジスルについてアイユーブ朝時代 (    ‒    ) 後期のイブン・マンマーティー        は､ エジプトに存在するジスルはその建設・維持のために､ 政府管理の
ジスル                と､ むら管理のジスル               の 種類に分け
られていると説明している｡ 政府管理のジスルは毎年の管理維持のために租税 (ハラー
ジュ) から費用を充て､ 残金は国庫に送金されることになっていた｡ 一方､ むら管理
のジスルは各ムクターとむらがその建設・維持費を負担したとされる( )｡ また同様に
イブン・マンマーティーによれば､ アイユーブ朝時代の政府管理のジスルは､ ガルビー
ヤ        ､ シャルキーヤ         ､ ジャジーラ     ､ クシナー     の 
地方に存在していたことを伝えている｡ 当時､ エジプトのジスルの多くは政府管理の
ジスルであったとし､ 地域別には､ 下エジプトのデルタ地帯には数が多く､ 上エジプ
トには少ないと述べている｡ この政府管理のジスルの建設・改修に対する必要経費は､












の時代に変更が加えられるまで続いた｡ 各地 (      ) で多くの税が徴収され







このように､ マムルーク朝時代の国家的水利事業､ 特に政府管理のジスルは､ 租税
庁           の管轄であり､ 工事にかかる費用はイクターからのハラージュ収
入から充てられ､ 残りはバイト・アル マール (国庫) に納入されるのが慣行とされ

































クからアル ミニヤまでが一つの道 (のように) なった｣(  ) と描写している｡
この結果､ 水の運搬費         は     (     ) から   に高騰したとし
ていが､ この水の運搬費については水の容積の単位は記載されておらず不明である(  )｡
その後の経緯について     では次のように記している｡
そのため､ 人々はこのことをアミール・アルグーン・アル＝アラーイー           (  )とスルターン・シャーバーン 世                                    (在：   ‒      ‒  ) に対して不平を述べた｡ それで､ スルターン
は技術者       とライース・アル＝バフル         に相談した｡ そして､
スルターンはアミールたちとカルア      (シタデル) からナイル河畔に向かっ
た｡ しかし､ ナイルの増水が始まっていたため､ 土とフスタートにあった砂糖の
精製所の陶片      ､ ローダ島にあるそれら廃棄物をジスルの建設のために運ぶ
ことだけが行われた｡ 大量の土砂が船でローダ島へと運ばれた｡ そして､ ギザか
らミクヤース     (ナイル測量所) に向かって､ その間の 分の の長さの









る際に同行した人々の中に ｢船の頭          ｣ という語が確認できる(  )｡ こ
れらが同一のものを指すとすれば､ ナイル川の船舶航行にかかわった人々の指導的も
しくは親方的人物を指すものと考えられる｡
また､ この建設時に集められた砂糖精製所の陶片とは何であろうか｡ 佐藤次高 『砂
糖のイスラーム生活史』 では､ エジプトの地方で収穫・圧搾されたサトウキビから作
られた粗糖をさらに精製して､ 上質な砂糖を生産する精糖所             が数多
くフスタートに存在していたことについて触れている｡ イブン・ドゥクマーク        の       に基づく情報では､ スルターンの精糖所として 箇所､ アミー
ルの精糖所として  箇所､ 商人の精糖所として  箇所､ その他の精糖所として  箇所
の計  箇所の精糖所を計上している(  )｡ また､ このスルターンの精糖所のうち 箇所








に存在し､ このジスル建設に利用されたと考えられる｡ .        年の建設   年の初め (    年 月) には､ 再び水不足が発生し､ 人々はスルターンへ上訴
を行った｡ このときスルターン・シャーバーンは有力アミールによって殺害され､ そ
の兄弟であるの兄弟のハーッジーが   年ジュマーダー 月の始め (    年 月) に
スルターン位 (ハーッジー  世                                      














に尋ねると､ スルターンは ｢軍人     たちによって｣ と答えた｡ そして､ アル 
ファフルは ｢神かけて､ もし軍人らを [そのために] 集めたら､ 軍人たちはスル
ターンを恨むでしょう｡ 何年もかかるでしょうし､ 彼らにはこの掘削事業を行う











ディー・ディヤー・アッディーン・ユースフ・ブン・アビー・バクル                      を任じた｡ そして､ 建物が測量され､ 各 ジラー     (  ) から    
















ダッブあたり    に達した(  )｡ このように､ ギザ､ ローダ島間のジスルの建設は､
都市民の生活の安定のために急務となったことがうかがえる｡ しかし､ スルターン・
ハーッジー 世はシリアのアミールたちとの抗争のため､ エジプトについて全く考慮
を怠るようになってしまったことから(  )､ ジスルの建設はこの年は継続されなかった｡ .        年の建設   年のジスル建設が不調に終わり､ スルターン・ハーッジー 世もアミールとの
争いからラマダーン月 (    年 月) に殺害され､ 彼の兄弟のハサン                                   (在：   ‒      ‒      ‒       ‒  ) がスルター





り､ ギザとミクヤースの間の測量を行った｡ そして､        年と同様にタクディー
ル (見積書) を作成した｡ その合計は約        で､ その内訳は    本の木材､    
本の柱   ､     個の ジラー (約   ㎝) 四方の石材､     袋のシャンファ     (  )､




















提出させ､ 全てのイクター保有者に課税した｡ そして､ 徴税のためあらゆる方面に官















店舗 (商人､ 小売商)          
職人    













設 (モスク､ ハーンカ､ ザーウィヤ)
適宜 (ワクフの規模に比例 )
各地方のキリスト教会､ 修道院    ～      (地方行政官   が徴収)
上下エジプトのナツメヤシの木     











年 月～ 月) の カ月で完了した｡ ジスル・マンジャクの長さは   カサバ (約  
㎞)､ 底辺は カサバ (約   )､ 上辺は カサバ (約   ) に達し､ そして､ ローダ
島からウスター (アルワー) 島の                  ジスルは長さ   カサバ









カイロにもフスタートにも邸宅､ フンドゥク､ ハンマーム､ 粉ひきの臼､ そしてモス






















































































( ) 前近代のエジプトの灌漑農法については､ 鈴木弘明 『エジプト近代灌漑史研究： ・ウィルコッ
















などの駄獣一頭が運ぶ水の量か､ 容積単位の アルダッブ (≒   ) と考えるのが妥当であろう｡
(                                  )
(  ) スルターン・ナースィル・ムハンマドのマムルーク出身｡ 主人のナースィルの生前中には                    に任命されたが､ ナースィルの没後クースに追放される｡ その後､ スル
ターン・シャーバーンがスルターン位に就くと､ アルグーンはシャーバーンとその同母弟のイス
マーイールの母親の再婚相手であったために復権し､ アミールの最有力者             と





(  ) 佐藤次高 『砂糖のイスラーム生活史』 岩波書店､     ､   ‒  ｡
(  )                                       (      )                                                      (     )              また､ このスルターン
の私的財産とされる精糖所のうち 軒は､ スルターン・ハサンの時代に 人の子供にそれぞれ分
けられとイブン・ドゥクマークは伝えている｡










(  )       ：市場監督官｡ カイロと下エジプトを管轄する ｢カイロのムフタシブ             ｣
とフスタートと上エジプトを管轄する ｢フスタートのムフタシブ         ｣ がエジプトの
ムフタシブとして任命された｡ ムフタシブの職務は ｢善行を勧め､ 悪行を禁ずる                           ｣ ( ヒスバ    ) というムスリム宗教的義務を遂行することを目的とし､
市場における食品､ 商品の取引におけるごまかしや詐欺行為が行われていないかを調べることで
あった｡ マムルーク朝の官制では宗教職の第五位の座を占めていた｡    ：菊池忠純 ｢マムルー
ク朝時代カイロのムフタシブ 出身階層と経歴を中心に ｣ 『東洋学報』   ‒   (    )    
‒    湯川武 ｢ヒスバとムフタシブ：中世イスラームにおける社会倫理と市場秩序の維持｣ 『国
際大学中東研究所紀要』  (    ‒    )､   ‒   
(  ) エジプトにおける ジラーは約   ㎝ (嶋田襄平ほか編 『新イスラーム事典』 平凡社､     ､   )｡
(  )                                                                   
(  )                                                           (         )
(参照：菊池忠純 ｢マムルーク朝時代カイロのムフタシブ｣    ‒ ､    )
(  ) スルターン・カラーウーン・アル＝マンスーリー (在：   ‒       ‒  ) が､    ‒     ‒ 年
に建設した､ 病院､ マドラサ､ 廟などを含む総合施設｡ ナーズィルはマンスール病院の収入・支
出を管理するワクフ管財人｡ 菊池によれば､   世紀にこの職に就く人物は､ ディヤー・アッディー
ンと同じくムフタシブを兼任して事例が多く見られる｡ (菊池忠純 ｢マムルーク朝時代のカイロ
のマンスール病院について｣ 『藤本勝次 加藤一朗両先生古希記念 中近東文化史論叢』 藤本勝























的立場の人間がおり､ 一定の統制がとれた集団と考えられている｡ また､ 史料によっては被支配
















(  ) マムルーク朝における黒死病後の社会経済の変動については､                                             ‒                                            
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(  )
(   )                                                  ‒                                                                                               を参照｡ (  拙評 ｢    ボーシュ著 『エジプトとイギリスにおける ｢黒死病｣ ：比較
研究』｣ 『東洋学報』   ‒ (    )､    ‒   )
(  )   世紀後半のアラブ遊牧民反乱とカーシフの設置については､ 松田俊道 ｢マムルーク朝前期上
エジプトにおけるアラブ遊牧民の反乱｣ 『東洋学報』   ‒   (    )､    ‒   を参照｡
(本学大学院博士後期課程在籍)
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(  )
― 147 ―
(  ) ：  世紀のカイロ周辺とナイル河岸の変遷(                                                                                を基に筆者が加筆訂正)
